
e-Stat Junior 
小中学生のための統計情報ポータルサイト 
「            」の提案 

関西学院高等部数理科学部 

佐々木 雄司 小林 優斗 中村 紗彩 福井 昌則 



動機 e-Stat Junior 

①佐々木の実体験 ②部内での議論 



動機 e-Stat Junior 

①佐々木の実体験 
 統計グラフコンクールに 
 ポスター出品 
 e-Statを利用してデータ収集 

・難解な用語が多い 
・目的のデータが見つけづらい 
・情報量が多すぎる 

使いづらかった 



動機 e-Stat Junior 

②部内での議論 
 小学校時代の調べ学習で何を扱ったかについて議論 

e-Statを知らない, 知っていても活用できない 

扱ったテーマは “戦争”, “原爆”, “原発”, “地震” 
“エネルギー”, “日本と他国との関係性” など 

そして, e-Statを使ったかという話になったが・・・ 



現状 e-Stat Junior 

・統計への関心高める 
・統計の使い方を学習 

データ収集を行い 
多くの情報を活用 



現状 e-Stat Junior 

・ギャップが大きい 
・現場の先生も同意見 



e-Stat Junior e-Statの抱える問題点 

・小中学生にとって難解で使いづらい 
 
・そもそも知られていない 
 
・先生も生徒におすすめしづらい 



e-Stat Junior 

小中学生のための統計情報ポータルサイト 
             e-Stat Junior 



e-Stat Junior トップ画面 



e-Stat Junior 

①単元の範囲に絞った検索 ②地域別の情報取得 ③キーワード検索 

提供する3機能 

① 

② 

③ 



e-Stat Junior 得られる効果 

e-Stat Junior の導入 

教育への大きな効果が期待できる 

統計データへの 
アクセスを簡単に 

統計への 
関心を高める 

アクティブ 
ラーニングの促進 



機能 e-Stat Junior 

似ているキーワードのSuggest 



機能 e-Stat Junior 

概要とサンプルの表示 



機能 e-Stat Junior 

プレビューを表示 



機能 e-Stat Junior 

ふりがなを表示 



機能 e-Stat Junior 

関連項目のSuggest 



機能 e-Stat Junior 

同時に調査された項目の表示 



活用展開の例 e-Stat Junior 

授業の中で先生がキーワードを発問 

先生と生徒が一緒に検索 

生徒が自宅でも検索を行う 

生徒の主体的な学習を促進 



現場の意見(要約) e-Stat Junior 

「データの利活用や, それを通じて社会問題を考えていくことは,  
 一朝一夕で出来るものではなく, 小学生のような初期段階から 
 積み重ねていくことが重要だ. それをサポートする 
 e-Stat Juniorは利用価値がある. 」  (社会科の村田辰明先生) 

「生徒自らが主体的に学ぶアクティブ・ラーニングのような 
 学び方によって, 授業の理解が深まると言われている.  
 e-Stat Juniorのような, 生徒が自分で資料検索が出来る手段に 
 よって, 探求型学習を授業に導入しやすくなる. 」 

 (総合的な学習の河野隆一先生) 



e-Stat Juniorの位置付け e-Stat Junior 

情報量 

年齢 

e-Stat 
e-Stat Junior 

自治体などのサイト 



まとめ e-Stat Junior 

e-Stat Junior 導入によって変わること 

小中学校などの 
教育現場で 

統計利用を促進 

統計を用いた 
論理的思考 
能力の育成 

アクティブ 
ラーニングの 
さらなる促進 



e-Stat Junior 

政府が実施する意義は大きい 

まとめ 

信頼性のある 
データを提供 

学習指導要領と 
密に連携できる 

統計学習の 
さらなる推進と 
人材の育成 


